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震
災
か
ら
の

早
期
復
興
を
目
指
し
て

　

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
多
く
の

方
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と

に
深
い
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

同
時
に
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

桑
折
町
議
会
で
は
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

る
災
害
対
策
並
び
に
被
災
者
・

避
難
者
等
へ
の
支
援
、
農
畜
産

物
の
放
射
能
汚
染
に
よ
る
出

荷
・
摂
取
制
限
及
び
風
評
被
害

へ
の
補
償
等
に
つ
い
て
、
国
に

対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
、
さ

ら
に
は
、
震
災
か
ら
の
早
期
復

興
を
目
指
し
て
、
震
災
復
興
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
早
期
復
興
に
向
け
最
大

限
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
町
民
各
位
の
ご
理

解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

桑
折
町
議
会
議
長

浅　

野　

義　

雄

　

第
五
回
三
月
定
例
会
は
当
初

三
月
十
四
日
よ
り
十
二
日
間
の

会
期
予
定
で
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
発
生
に
よ
り
二
十
五

日
か
ら
四
月
十
八
日
ま
で
の

二
十
五
日
間
の
会
期
に
変
更
し

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
予

算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、

復
旧
・
復
興
へ
の
大
幅
な
補
正

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
全
会

一
致
で
す
べ
て
可
決
し
ま
し

た
。
尚
、
他
の
提
出
議
案
に
つ

い
て
も
す
べ
て
全
会
一
致
で
可

決
し
、
震
災
復
興
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
一
般

質
問
は
、
通
告
者
五
名
が
、
質

問
を
取
り
下
げ
た
こ
と
に
よ
り

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆

町
税
条
例

　

 　

入
湯
税
に
関
す
る
課
税
免
除

対
象
者
の
改
正
を
す
る
も
の
。

◆

町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
条
例

　

 　

利
用
促
進
と
窓
口
業
務
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
料
金
改

◆

 

福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
同
組
合

規
約
の
変
更

　

 　

福
島
地
方
広
域
行
政
事
務

組
合
が
三
月
三
十
一
日
を

持
っ
て
解
散
す
る
事
に
な
る

た
め
。

一
般
会
計
予
算　

　

 　

総
額
四
十
五
億百

八
十
万
円

　

前
年
度
対
比
一
・
一
％
減

　
特
別
会
計
予
算　

◆

国
民
健
康
保
険

　

 　

十
四
億
六
千
七
百

三
十
八
万
三
千
円

　

前
年
度
対
比
一
・
八
％
増

◆

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

一
億
四
千
四
百
六
十
四
万

六
千
円

　
　

前
年
度
対
比
二
・
六
％
増

◆

介
護
保
険

　
　

九
億
六
千
七
百
六
十
三
万

三
千
円

　
　

前
年
度
対
比
三
・
九
％
増

◆

公
共
下
水
道
事
業

　
　

三
億
六
千
六
百
八
十
万

四
千
円

　
　

前
年
度
対
比
九
・
九
％
減

◆

水
道
事
業

　

収
益
的
収
入

　
　

三
億
六
千
二
百
二
万五

千
円

　

収
益
的
支
出

　
　

三
億
二
千
六
百
八
十
万

四
千
円

　

東
日
本
大
震
災
発
生
に
よ
り

二
十
二
年
度
補
正
予
算
を
専
決

処
分
と
し
た
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算　

　
　

総
額
四
十
七
億
四
千
八
百

十
二
万
六
千
円

　
　

二
千
五
百
九
十
三
万
円
減

特
別
会
計
補
正
予
算　

◆

国
民
健
康
保
険

　
　

総
額
十
五
億
百
十
九
万

二
千
円

　

三
千
八
十
万
八
千
円
増

◆

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

総
額
一
億
四
千
三
百

四
十
一
万
二
千
円

　

百
六
十
五
万
円
増

◆

介
護
保
険

　
　

総
額
十
億
八
千
九
百
九
万

二
千
円

　

千
九
十
二
万
六
千
円
減

◆

公
共
下
水
道
事
業

　
　

総
額
三
億
八
千
六
百

六
十
九
万
千
円

　
　

二
千
八
百
六
十
九
万

八
千
円
減

条
例
改
正

規
約
の
変
更

◆

 

福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更

　

 　

組
合
議
会
議
員
の
定
数
・

管
理
者
及
び
副
管
理
者
の
選

任
方
法
な
ど
を
変
更
す
る
も

の
。

定
を
す
る
も
の
。

◆

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例

　

 　

中
学
生
修
了
ま
で
に
引
き

上
げ
る
も
の
。

◆

町
国
民
健
康
保
険
条
例

　

 　

被
保
険
者
と
し
な
い
規
定

の
追
加
と
出
産
一
時
金
支
給

額
の
改
正
等
を
す
る
も
の
。

◆ 

町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例

　

 　

定
数
を
一
名
増
や
し
、

十
一
名
と
す
る
も
の
。

専
決
処
分
の
報
告

専
決
処
分
の
承
認

三
月
定
例
会

平
成
二
十
三
年
度

当
初
予
算

　

資
本
的
収
入

六
千
八
十
万
円

　

資
本
的
支
出

　
　

二
億
千
三
百
八
十
九
万千

円
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2
22

2
14

臨
時
議
会

東京電力福島第一原子力発電所

原発事故に対する緊急要請

　平成 23年３月 11 日に発生した東日

本大震災による東京電力福島第一原子

力発電所の放射能汚染事故が未だに収

束をしていないことに対し、町民を代

表し強い怒りを込めて抗議するととも

に、次の措置を早急に取られるよう要

請する。

記

１　放射能汚染による地域住民の健康

被害を防止するため、東京電力は総

力を挙げて福島第一原子力発電所放

射能汚染事故の早期収束をはかるこ

と。

２　原発事故により被害を受けるすべ

ての農・畜産物への補償と経営困難

が想定される中小企業、農家への救

済措置を行うこと。

　平成 23年４月 14日

　東京電力株式会社

　代表取締役社長　清水正孝　様

福島県伊達郡桑折町議会

議長　浅野義雄

東日本大震災及び原子力事故に対する意見書

　平成 23年３月 11日に発生した東日本大震災による福島第一原子力発電所

の放射能汚染被害が未だに収束していないことに対し、次の措置を取られる

よう強く要求する。

記

１　被災者・避難者に対する当面の「緊急対策」と生活再建を図る「将来設計」

の２系統が同時に遂行できる強力な体制を構築すること。

２　放射能汚染による地域住民の健康被害を防止するため、万全の対策を行

うこと。

３　原子力政策は国策として進めてきたものであり、国が全責任を持ち、特

別法の制定によって対応すること。

４　すべての農・畜産物に対する被害相当額を確実に補償すること。また、

加工食品や工業製品まで被害が及んでいることからのそ対策も充分に行う

こと。

５　経営困難が想定される農家、中小企業の救済措置を行うこと。

６　放射能汚染地域の自治体に対し、全面的な財政措置を行うこと。

７　福島県のすべての原子力発電所を廃止し新たなエネルギー政策に転換す

ること。

　以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　平成 23年４月 18日

　内閣総理大臣　総 務 大 臣

　財 務 大 臣　厚生労働大臣

　農林水産大臣　経済産業大臣

　文部科学大臣　消費者及び食品安全担当大臣

　福島県知事　宛

福島県伊達郡桑折町議会　　　

　

定
例
会
最
終
日
に
議
長
を
除

く
十
三
名
の
委
員
を
も
っ
て
、

東
日
本
大
震
災
対
策
確
立
の
た

め
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

委

員

長　

松　

山　

善　

二　

議
員

　

副
委
員
長　

平　

井　

光　

一　

議
員

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
汚
染
被
害
が
未
だ
に
収
束
し
て

い
な
い
こ
と
に
対
し
、
定
例
会
最
終
日
に
全
会
一
致
で
左
記
の
内
容
で
意
見
書
及
び
緊
急
要
請
を
提
出
し

た
。 意

見
書
及
び
緊
急
要
請
を
提
出

と
な
っ
た
同
内
容
の
議
案
が
三

度
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
仮

称
「
福
島
地
方
行
政
課
題
検
討

連
絡
調
整
会
議
」
に
、
立
地
町

の
長
の
求
め
に
よ
り
招
集
さ
れ

る
会
議
事
項
の
中
に
「
将
来
的

な
施
設
の
改
築
を
含
む
諸
課

題
」
と
明
記
さ
れ
た
修
正
案
を

提
案
、
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
賛
成
十
一
、
反
対
二
で

可
決
さ
れ
た
。

　

第
四
回

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
十
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
九

十
一
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
四
十
七
億
七
千
四
百
五
万

六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

地
方
交
付
税

　

百
二
十
五
万
四
千
円

○

県
支
出
金

　

二
百
六
十
五
万
六
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

産
地
生
産
力
強
化
総
合

支
援
事
業

　

三
百
五
十
四
万
二
千
円

○

 

中
学
校
に
お
け
る
特
別
室
の

暖
房
機
を
更
新

　

三
十
六
万
八
千
円

1
27

　

第
一
回

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
九
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
七
千

六
十
二
万
七
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
四
十
七
億
七
千
十

四
万
六
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

地
方
交
付
税

　

二
千
二
十
八
万
九
千
円

○

国
庫
支
出
金

　

四
千
二
百
四
十
八
万
五
千
円

○

繰
越
金

　

七
百
八
十
五
万
三
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

町
道
六
路
線
整
備
事
業

　

五
千
三
百
万
円

○

学
校
等
、
教
育
施
設

図
書
充
実
事
業

　

千
三
百
四
十
六
万
六
千
円

○

 

九
月
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
復

旧
費　

三
百
六
十
六
万
千
円

　

第
二
回　

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
三
件
で

三
議
案
と
も
関
連
が
あ
る
た
め

「
福
島
地
方
広
域
行
政
事
務
組

合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
」
が

反
対
七
、
賛
成
六
で
否
決
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、「
同
組
合
の

解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す

る
協
議
」「
同
組
合
の
規
約
の

変
更
」
の
二
議
案
は
撤
回
さ
れ

た
。

　
　

第
三
回　

　

二
月
四
日
の
臨
時
会
で
否
決

2
4

震
災
復
興
調
査

特
別
委
員
会
設
置


